
2No.476　広報なわ　平成 16 年 11 月号3 平成 16 年 11 月号　広報なわ　No.476

ありがとう 50年

　　　そして 未来へ･･･

特
集

特★集

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

町
制
施
行
50
周
年
に
よ
せ
て

名
和
町
長  

山
口 

隆
之

　

名
和
町
は
、
昭
和
29
年
4
月

1
日
に
御
来
屋
町
、
光
徳
村
、

名
和
村
、
庄
内
村
の
1
町
3
村

が
合
併
し
て
か
ら
、
今
年
で
50

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の

先
人
の
皆
さ
ん
の
弛
ま
ざ
る
努

力
と
英
知
の
結
集
に
よ
り
、
幾

多
の
困
難
を
克
服
し
、
今
日

こ
う
し
て
大
き
く
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め

　

昭
和
29
年(

１
９
５
４)

4
月
1
日
に
「
名
和
町
」
が
誕
生
し
て
50
年　
　
　
　

。
こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
、

10
月
23
日
、
約
2
百
人
の
来
賓
・
関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　

聖
火
リ
レ
ー

名和町最後の式典は非常

に感慨深いものがありま

す。呉市も 1市 8町での

合併をおこないますが、

お互いの合併後も、より

一層活発に交流が続いて

いくことを期待します。

　　　(市長祝辞　代読)

来年には「名和町」の名

はなくなりますが、この

50 年間に築いてこられ

た名和町の歴史・伝統・

文化を基盤に、新しい町

になっても、町民のみな

さんの力により発展する

ことを祈念します。

合併は大規模な構造改革

の絶好の機会。名和町を

50 年間支えてこられた

みなさんの努力と英知を

結集していただき、合併

後の新町がより住みよい

町として発展されること

をお祈りします。

昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年

　

御
腰
掛
岩
を

　
　

陸
上
に
引
き
揚
げ
る

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年

名
和
公
殉
節
六
百
五
十
年
祭

　
　
　
　
　
　
　

稚
児
行
列

平
成
7
（
１
９
９
５
）
年

　

広
島
県
呉
市
と

　
　

友
好
交
流
都
市
提
携

友好交流都市・呉市

宮久保 憲治 助役

鳥取県

谷口 興治 出納長

西部町村会長代行副会長

住田 圭成 溝口町長

町
制
施
行
50
周
年
に
思
う

　

名
和
町
町
制
施
行
50
周
年
の
節
目

を
祝
し
て
、
式
典
に
は
、
鳥
取
県
や

友
好
都
市
で
あ
る
広
島
県
呉
市
、
近

隣
町
村
な
ど
か
ら
多
く
の
来
賓
・
関

係
者
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
方
か
ら
、
合
併
を
目
前

に
控
え
た
名
和
町
に
寄
せ
ら
れ
た
祝

辞
は
、
ど
れ
も
町
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
期
待
と
激
励
の
言
葉
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
鳥
取
県
出
納
長
、
呉

市
助
役
、
鳥
取
県
西
部
町
村
会
長
代

行
副
会
長(

溝
口
町
長)

か
ら
の
祝

辞(

抜
粋)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
ま
ず
最
初
に
名
和

コ
ー
ラ
ス
教
室
の
み
な
さ
ん
と
「
名

和
町
民
歌
」
を
斉
唱
。
こ
れ
に
続
い

て
、
町
の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
の
町
の
行
政
運
営
に
貢
献
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
対
す
る
功
労

表
彰
な
ら
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
町
長
は
、
式
辞
の
中
で
、
こ

の
50
年
間
の
町
政
の
中
で
特
筆
す
べ

き
事
業
と
し
て
、
地
籍
調
査
や
高
田

工
業
団
地
の
造
成
事
業
な
ど
を
挙

げ
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
培
っ
て
き
た

名
和
町
の
人
・
物
・
文
化
を
、
合
併

後
の
新
町
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
50
周
年
の
節
目
に
あ
た
っ
て
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
、
名
和
コ
ー
ラ
ス

教
室
と
、
庄
内
・
名
和
・
光
徳
の
3

小
学
校
児
童
、
そ
し
て
参
列
者
全
員

で
の
『
ふ
る
さ
と
』
の
大
合
唱
で
し

め
く
く
ら
れ
、
各
人
が
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

て
、
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
関
係
各
機
関
の
皆
様
を
は

じ
め
、
陰
に
陽
に
町
勢
進
展
の

た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

町
民
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
3
月
に
、
名
和
町

は
両
隣
の
中
山
町
及
び
大
山
町

と
合
併
し
、
新
「
大
山
町
」
と

し
て
新
た
な
出
発
を
い
た
し
ま

す
。
先
人
た
ち
が
築
き
育
ん
で

き
た
名
和
町
の
歴
史
と
文
化
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
り

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

参
列
者
の
前
で
式
辞
を
述
べ
る

山
口
隆
之
町
長
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特★集

町
制
施
行
50
周
年

記
念
写
真
集
を
刊
行

『
ふ
る
さ
と
名
和

　
　
　
　

写
真
万
華
鏡
』

　

町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し

て
、
名
和
町
50
年
の
歩
み
を
写

真
で
綴
っ
た
記
念
写
真
集
『
ふ

る
さ
と
名
和　

写
真
万
華
鏡
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

町
が
保
存
す
る
広
報
写
真
を

中
心
に
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、

町
外
・
県
外
に
お
住
ま
い
の

名
和
町
ゆ
か
り
の
方
か
ら
も
多

く
の
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
完
成
し
た
写
真
集
で
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
お
配
り
し
て

い
ま
す
。「
読
書
の
秋
」
の
お

供
に
、ご
家
族
と
の
団
ら
ん
に
、

ぜ
ひ
ゆ
っ
く
り
と
紐
解
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

功
労
表
彰
・
善
行
表
彰 

受
彰
者
の
み
な
さ
ん

(

敬
称
略)

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て
、
町
の
表
彰
規
定
に
基
づ
く
、
功
労
表
彰
・
善
行
表

彰
の
表
彰
状
授
与
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
彰
者
の
み
な
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
別
功
労
表
彰

◎
永
年
町
議
会
議
員

　
　

西
山　

富
三
郎(

押
平
3
区)

　
　

西
山　

萬
次
郎(
押
平
2
区)

◎
永
年
教
育
委
員

　
　

木
下　

智
隆(

上
坪
西)

◎
永
年
民
生
委
員

　
　

齋
藤　

騏
一
郎(

東
高
田)

功
労
表
彰

◎
永
年
町
議
会
議
員

　
　

荒
松　

廣
志(

旧
奈
和)

　
　

林
原　

理
郎(

東
谷)

　
　

林
原　

繁
康(

上
前
谷)

◎
永
年
農
業
委
員

　
　

勝
部　

章(

福
田)

◎
永
年
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　

二
ノ
宮　

守
政(

小
竹)

善
行
表
彰

◎
消
防
防
災(
消
防
団
員)

　
　

金
谷　

光
男(
御
来
屋
7
区)

　
　

逢
坂　

恭
一(

御
来
屋
7
区)

　
　

後
藤　

喬(

ひ
か
り
が
丘)

　
　

敦
賀　

亀
義(

御
来
屋
1
区)

　
　

橋
本　

喜
久
男(

御
来
屋
2
区)

　
　

濱
田　

英
美(

新
坪
田)

◎
交
通
安
全
推
進(

指
導
員)

　
　

田
中　

隆
彦(

大
雀)

◎
民
生
安
定(

民
生
委
員)

　
　

三
浦　

幸(

旧
奈
和)

　
　

小
藪　

正
明(

峯
小
竹)

　
　

前
田　

正
信(

押
平
3
区)

◎
商
工
振
興(

商
工
会
役
員)

　
　

田
宮　

建
彦(

御
来
屋
1
区)

　
　

上
村　

忠
史(

駅
前)

　
　

近
藤　

博
美(

上
前
谷)

◎
社
会
体
育
振
興

　
　

岩
波　

宏
承(

御
来
屋
10
区)

　
　

秋
田　

満
雄(

御
来
屋
1
区)

　
　

竹
口　

啓
二(

下
坪)

◎
社
会
教
育(

生
涯
学
習
実
践)

　
　

津
村　

と
み(

小
竹)

　
　

近
藤　

晶
子(

下
前
谷)

　
　

森
脇　

喜
美
枝(

み
ど
り
区)

　
　

中
川　

幸
雄(

栃
原)

　
　

舩
田　

晴
夫(

新
坪
田)

　
　

小
西　

廣
子(

上
木
料)

　
　

山
根　

和
子(

文
珠
領)

　
　

竹
本　

絹
子(

北
条
町)

　
　

森
田　

寿
衛(

梶
原)

　
　

後
藤　

律
子(

東
谷)

　
　

瀧　

正
和(

栃
原)

　
　

森
田　

ゆ
み
子(

米
子
市)

　
　

角
田　

美
恵
子(

門
前)

　
　

荒
松　

義
博(

旧
奈
和)

　
　

河
崎　

孝
子(

上
木
料)

　
　

高
見　

公
治(

上
坪
東)

　
　

中
川　

千
賀
子(

栃
原)

　
　

近
藤　

照
秋(

米
子
市)

　
　

池
本　

義
親(

御
来
屋
10
区)

　
　

池
本　

純
子(

御
来
屋
10
区)

　
　

小
谷　

篤
子(

上
坪
東)

　
　

森
下　

美
佐
子(

琴
浦
町)

　
　

菊
井　

和
恵(

琴
浦
町)

　
　

近
岡　

厚
子(

米
子
市)

感
謝
状
の
部

◎
地
域
医
療

　
　

周
防　

武
昭(

米
子
市)

◎
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　

青
木　

鶴
市(

新
坪
田)

　
　

木
口　

和
志(

下
坪)

◎
納
税
推
進(

町
納
貯
連
合
会
長)

　
　

舩
越　

國
光(

原)

◎
納
税
協
力(

永
年
部
落
完
納)

　
　

原
納
税
貯
蓄
組
合　

　
　

押
平
納
税
貯
蓄
組
合

　
　

大
雀
納
税
貯
蓄
組
合

　
　

御
来
屋
5
区
納
税
貯
蓄
組
合　

　
　

小
竹
納
税
貯
蓄
組
合

　
　

上
坪
東
納
税
貯
蓄
組
合

◎
交
通
安
全
推
進

　
　

鳥
取
県
交
通
安
全
協
会

　
　
　

米
子
地
区
協
会
名
和
支
部

◎
国
際
交
流

　
　

名
和
町
国
際
交
流
協
会

◎
社
会
福
祉

　
　

名
和
町
赤
十
字
奉
仕
団

◎
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　

名
和
コ
ー
ラ
ス
教
室

　
　

名
和
町
商
工
会
青
年
部　

　
　

み
く
り
や
市
運
営
協
議
会　
　

　
　

陣
構
茶
生
産
組
合

　
　

米
子
市
弓
道
協
会　

◎
読
書
推
進

　
　

と
つ
げ
き
お
話
隊

◎
子
育
て
支
援

　
　

ど
よ
う
ク
ラ
ブ

◎
農
業
振
興

　
　

米
澤　

誠
一(

坪
田
2
区)

◎
漁
業
振
興

　
　

加
藤　

祥
良(

御
来
屋
3
区)

◎
社
会
福
祉

　
　

田
中　

愛
子(

御
来
屋
7
区)

◎
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　

名
和
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

永
年
勤
続
職
員

　
　

小
西　

正
記(

上
木
料)

　
　

後
藤　

透(

東
谷)

　
　

小
谷　

正
寿(

上
坪
東)

　
　

諸
遊　

雅
照(

御
来
屋
4
区)

　
　

角
田　

律
子(

西
坪)

　
　

湯
浅　

節
子(

淀
江
町)

　
　

森
田　

典
子(

新
坪
田)

　
　

三
浦　

均(

溝
口
町)

　
　

齋
藤　

淳(

東
高
田)


